
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  死亡退職金と弔慰金                    

Ｑ：当社の役員がなくなりましたので、遺

族の方に退職金を支給しますが、死亡退職金

と弔慰金とでは取扱いが違うと聞きました。

どのようになっているのですか？                              

                                              

Ａ：次のようになっています。 

【解説】 

死亡退職金と弔慰金は、相続税、所得税、法

人税においてそれぞれ、次のように取り扱われ

ます。 

①相続税の取扱い 

  相続税法では、退職金は相続税の課税対象

になりますが、弔慰金については、(イ)業

務上の死亡は死亡時の賞与以外の普通給与

の３年分相当額まで、(ロ)業務外の死亡は

死亡時の普通給与の６か月分相当額までが

非課税となります。 

②所得税の取扱い 

 所得税法では、社会通念上相当な弔慰金は

非課税になりますが、退職金については死

亡後３年以内に支給が確定したものは非課

税(相続税の対象)となり、死亡後３年経過

後に支給が確定したものについては受け取

った人に所得税が課税されます。 

③法人税 

 法人税法では、社会通念上相当と認められ

る弔慰金及び適正額と認められる退職金は

損金の額に算入されますが、退職金のうち

不相当に高額な部分の金額は損金不算入と

なります。なお、社会通念上相当と認めら

れる弔慰金の額については、①の相続税法

の規定を目途に支給するといいでしょう。 
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